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半歌仙「サーカスの人」　捌・竹内亮





さへづりや大きな森をぬけて海　　直子
　揺れる水面に白魚の群れ　　　　　　亮
春泥に車輪の跡が飛び散って　　　　美紀子
　綱渡りするサーカスの人　　　　　彩　加
満月に我が子の笑顔映し出す　　　　郁　也
　つやつや光る新米うまし　　　　　聡　子
杜氏たち新酒の樽を奉納す　　　　　　浩
　幾世過ぎても手に残る熱　　　　　　　浩
甘い日々あっというまに過ぎ去った　　　聡
　勝てど進まぬ錦織の道　　　　　　　　浩
いもうとが目で追っている糸蜻蛉　　　　彩
　何も見えない新宿の街　　　　　　　　郁
なめてみるリップクリーム冬の月　　　　美
　こたつの上にもろこし輪太郎　　　　　聡
先生は靴を磨いて学校へ　　　　　　　　亮
　長い春眠朝飯逃す　　　　　　　　　　浩
床ゆかにふしもうわからない花の色　　　　　郁
　そよがせている恋猫のひげ　　　　　　美
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　心地よい緊張感　　竹内亮




　１番の座の捌きの竹内です。短歌を三年前に始めて、東直子先生の教室に通っています。ツイッターは @takeuchiryo です。
　今回の半歌仙「サーカスの人」の巻は、連句だけでなく短歌も俳句もまったく未経験という三人とふだんは短歌を作っている三人の座でした。
　用意された発句から柔らかく始まりましたが、三句目で穂村弘さんの『短歌ください』などで素敵な短歌をつくられている美紀子さんが大きく転じ、それを受けた東直子教室から参加の彩加さんの四句目が標題句になりました。
　表六句は初対面の人も多くすこし緊張感を伴って進みましたが、裏に入って、連句初参加の浩さんが「お酒が好きなんです」と言いながらお酒の句をたくさんつくられ、同じく初めて参加された聡子さんも「どうしてもおもしろい句になってしまう」と言いながら楽しい句をどんどんつくられていました。
　その二人がとても素敵な恋句をつけられ、花の座ではやはり未経験の哲学が好きだと言われた郁也さんが静かな句をつけられました。
　すこしはりつめた春の雰囲気が半歌仙を通じて感じられるような一連であったと思います。
　私自身も二度目の捌きで緊張していたのですが、座に恵まれ楽しい時間が過ごせました。



半歌仙「花を名にもつ」　捌・三辺律子





貝塚にひそりと降りるちょうちょかな　さなえ
　朧に浮かぶ古いにしへの海　　　　　　　　　　律　子
旅立ちは絞ったオレンジ飲み干して　　　なおこ
　マラソン走者　青白い頬　　　　　　　一　人
月あかり道一本の遠くまで　　　　　　　しのぶ
　理科の本とはちがう流星　　　　　　　真理子
訪れる人もないのに障子貼り　　　　　　暁　人
　出掛けるためにドアはあるから　　　　　　一
トパーズをふりまきながら君がくる　　　　　し
　絽・紗・薄衣　恋する衣　　　　　　　　　し
空蝉を集めてまわる午前二時　　　　　　　　暁
　どこまで届くプーチンの手は　　　　　　　真
ボンネット　しっぽが磨く冬の月　　　　　　真
　点滴の音　ぽたりぽたりと　　　　　　　　な
盃をぬうらりひょんと傾ける　　　　　　　　律
　帰りつけるさ春の宵闇　　　　　　　　　　一
空の下花を名にもつ子の歩み　　　　　　　　な
　うぐいす鳴いて新しい朝　　　　　　　　　な
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　個性を連ねる愉しみ　　三辺律子



　二番の座の捌きをつとめました三辺律子です。
　東直子先生に短歌をご指導いただいています（が、劣等生･･････）。ツィッターのＩＤは、@Ritsuko.S.H。捌きをつとめるのは初めてだったのですが、個性的な連衆のみなさんに支えられ、いい半歌仙が巻けました。

　六人のうち、わたしを含め二人が経験者、一人が短歌をなさっている方、一人が短歌を読まれている方（作歌はなさっていないとおっしゃっていました）、あとお二人はまったくの未経験とのことでしたが、表六句が終わったあたりですでにそれぞれに個性がはっきりしはじめ、出てきた句を見ただけで「＊＊さんの句」と予想がつくくらいになったのが、面白かったです。そのあとは、六人で大いに「遊び」ながら巻けました。

　会場の大森にちなんださなえさんの句から、歴史の流れを感じつつ、マラソン走者のようにスタートラインに立ち、これからいく道をながめるという表六句から、待ち人を想い（七句）、とうとうドアから一歩踏み出す（八句）というちょっと控えめ（臆病？）な恋へ。しかし、そんな恋も「絽･紗･薄衣」（十句）という音の響きからも感じられるような華やぎを見せます。その後一転して「空蝉」「午前二時」（十一句）といった彼岸を思わせる展開となり、「プーチン」（十二句）といった時事句も入りつつ、「猫」（十三句）「点滴」（十四句）「ぬうらりひょん」（十五句）といったこの世とあの世の間を彷徨う雰囲気を経て、「帰りつけるさ」（十五句）という明るさを持って、最後へ。「花を名にもつ」子の「新しい朝」という、未来への希望に満ちた終わりに辿り着きます。
　みなさんがまた巻きたいと言ってくださったのがなにより嬉しい一巻でした。




半歌仙「八億円の熊手」　捌・ほしおさなえ





さへづりや大きな森をぬけて海　　　直子
　あちらこちらに浅蜊売る子ら　　　　さなえ
スプリングコートの人が衿立てて　　　一　子
　はっぴょうかいはいつやるのかな　　し　お
帰り道踏むステップの上に月　　　　　マチコ
　すすきヶ原がざわざわと揺れ　　　　ひかる
行く雁を少女はじっと見つめています　寛　美
　肩甲骨の美しき彼　　　　　　　　　　　さ
恋愛として好きですと友に告ぐ　　　　　　マ
　八億円の熊手買いけり　　　　　　　　　一
雪だるま山からごろごろ落っこちた　　　　し
　病気の父の話聞きつつ　　　　　　　　　寛
昼寝から目覚めてみれば月涼し　　　　　　ひ
　ありさんひょこひょこ歩いているよ　　　し
ランナーのゼッケンの赤鮮やかに　　　　　寛
　輪廻転生春の暁　　　　　　　　　　　　マ
口ずさむ西行の歌花の歌　　　　　　　　　一
　蝶々と待つ夢の続きを　　　　　　　　　寛
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　はるかな場所に　　ほしおさなえ



　三番の座の捌きをつとめましたほしおさなえです。

　発句は、東直子さんからいただいた「大きな森を抜けて海」。会場となった大森の土地をよんだ句です。いまは埋め立てられて海岸線が遠のいていますが、むかし大森の低い土地は海でした。そのころの風景が目に浮かぶような発句です。打ち寄せる波、磯の匂いの風。目の前に広がる海には海苔棚が並んでいました。そして、浅蜊を売る人たちもたくさんいました。昭和期までは、子どもたちも自転車に乗って浅蜊を売り歩いていたそうです。その姿を思い描きつつ、脇（二句目）をつけました。
　第三でスプリングコートがひるがえり、一転、都会の風景に。ステップを踏む軽快な月へと続いていきます。
　表六句最後の「すすきヶ原」に誘われるように、裏にはいるとすぐ、雁を見つめる少女の美しい句で恋がはじまります。次の「肩甲骨の彼」と「恋愛として」の付け合いはなぜかＢＬの匂い？と盛り上がりました（笑）。
　告白から一転「八億円の熊手」へ。話題の借り入れ金がらみの時事句です。こうしたなまぐさい話題も世界の多様さを取り込む連句の醍醐味。そしてごろごろ落っこちる「雪だるま」（笑）。「熊手買う」が冬の季語なので続けて冬の句を、と言ったところ、娘（小二）が作ったのですが、なんとも絶妙の付けになりました。
　病気の父を思うやさしい句から、裏の月は夏。長い昼寝のあとの涼しい月。労苦ある人生の切れ間、一瞬、月のひそやかな美しさに目を奪われ、心がさっと洗われる。そんな不思議を感じます。
　そして最後は「輪廻転生」、「西行の歌」、「蝶々」。ひとりの人生を超えた遠い場所に誘われていくような運びです。
　大きな風景から、世俗を通り、はるかな場所に思いを寄せる一巻となりました。

　連句はじめての方が多く、連衆同士も初対面だったこともあり、最初は皆さん戸惑いがちでしたが、「付ける」楽しさ、「離れる」楽しさを感じていただける瞬間があり、ひとときを共有できたことをうれしく思いました。ありがとうございました。



半歌仙「ゆうかい犯」　捌・東直子



貝塚にひそりと降りるちょうちょかな　さなえ
　東風こちがめくりし世界史の本　　　　　　直　子
街灯に照る木蓮をながめゐて　　　　　　芝し　草そう
　曲がった角からごはんの匂い　　　　　加奈子
月出いでて遠くに浮かぶ母思ふ　　　　　　　ひとし
　運動会のピストルの音　　　　　　　　　　芝
金色のすすき野原に飛び込んで　　　　　早　希
　葉擦れに紛れてほしい告白　　　　　　南美子
もう見ない誓った顔がそこにある　　　　　　早
　ゆうかい犯に気をつけましょう　　　　　　加
入梅のニュース流れる電車内　　　　　　　　芝
　いいともと言う日も終わるとも　　　　　　直
凍て月を一合瓶に閉じこめて　　　　　　　　南
　もののけ達と宴はじめる　　　　　　　　　加
仲春の鼻のむずむず臨界期　　　　　　　　　ひ
　おたまじゃくしのいる池の中　　　　　　　芝
肩に花鳥居をくぐる巫女たちの　　　　　　　早
　祈りのちからで昇る風船　　　　　　　　　南
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　非日常での言葉の響きあい　　東直子



　私の担当した四班は、連句経験者は私の他には、歌人の芝草さんだけだったと記憶しています。芝草さんには、表記や文法など助けていただきました。ついでに黒板の清記までも。ありがとうございました。
　最初はみなさんゆっくりとそっと、句を出されていましたが、言葉や表現することに対して前向きな方ばかりだったので、特に裏に入ってからは、生き生きと楽しい句を出していただきました。
　タイトルとなった加奈子さんの「ゆうかい犯に気をつけましょう」は、恋の座ではないところで出てきたのですが、恋の座に使うとおもしろい効果が出るかな、と直感してここに起きました。「誘拐犯」だと物々しいですが、「ゆうかい犯」という表記によって比喩的な意味あいが醸し出されています。タイトルをつけるのを迷っていたとき、この句が印象的だったという感想をいただき、それならば、とタイトルにいただきました。
　情景が重なりそうだったため、裏五句目の冒頭の季語は、作者の了承を得て、差し替えました。

　凍て月を一合瓶に閉じこめて
　　もののけ達と宴はじめる

　個人的にはこの付け合わせの情景が愉快かつ幻想的で気に入っています。
　日常から離れて言葉の世界に集中していた今回の連句ワークショップ全体に通じる世界観でもあるような気がします。
　捌き経験少なく、おぼつかない捌きで、厳密なルールからすると違反しているものがいろいろあるかと思いますが、参加者がみなさん楽しかった！とはればれとした笑顔を浮かべておられたので、終わりよければ……の格言に従い、良かった、と思っています。お付き合いいただいたみなさま、そしてほしおさんはじめ、回りをこまやかに支えて下さったみなさま、本当にありがとうございました。




半歌仙「おかしどろぼう」　捌・千倉由穂





さへづりや大きな森をぬけて海　　　直子
　瞬きひとつすれば春昼　　　　　　　由　穂
風船をふわっと放す子ども見て　　　　ね　こ
　空いた手つなぐ父の体温　　　　　　れいこ
月澄みて瞳の底にカメレオン　　　　　景　子
　ぼんやり相撲ながめていたり　　　　ひろ子
思い出し笑いの径みちに赤まんま　　　　　と　も
　つかまる時はいつも彼かのそで　　　　　　れ
片方のピアスきらきらする心地　　　　　　由
　ひとりごと言う髪とかす時　　　　　　　ひ
おじさんが削る音ね涼しかき氷　　　　　　　と
　スクッチャさんの修道ロック　　　　　　ひ
寒月の白き夜すすむ旅列車　　　　　　　　ね
　もののけたちがぬっとでてくる　　　　　ね
おおきなる椀に蛤鎮座させ　　　　　　　　と
　北窓開くおかしどろぼう　　　　　　　　景
花ごろも果てなくまといたいと言う　　　　れ
　今夜のおかずは木の芽和えかな　　　　　と
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　やさしく淡く　　千倉由穂



　五の座の捌きをさせていただきました由穂です。
　高校の時に俳句に出会いました。現在は「小熊座」という結社に所属しています。
　連句会まではぎりぎり大学生でしたが、気付けば社会人となっていました。

　偶然にも全員女性の座となりました。
　そのためか表六句は、「風船をふわっと放す子」に「空いた手つなぐ父の体温」と続くなど、女性らしい目線の感じられるやさしく淡い一連となりました。
　また、読みたいことがあるけれど、うまく五七五、七七の音で表現することが難しいという意見も頂き、皆で話し合いながら進みました。
　裏に入ってからは、「赤まんま」という子どもの頃におままごと遊びで赤飯として利用した植物に、それぞれの幼少期の思い出がよみがえり大変盛り上がりました。
　その幼い日の記憶から、恋の句に入ります。
　時事句では「スクッチャさんの修道ロック」というインパクトの大きい句が飛び出します。クリスティーナ・スクッチャさんは、イタリアのオーディション番組で、パワフルな歌声を披露し優勝したシスターだそうです。
　この座の題ともなった「北窓開くおかしどろぼう」の「おかしどろぼう」は、ほしお先生の娘さん・しおねちゃんのことです。自らおかしどろぼうと名乗り、各座のおかしをパクリする姿の愛らしさにぜひ読もうとなりました。
　最後は「今夜のおかずは木の芽和えかな」と、夕方の時間の実感で終えました。

　今回はじめて捌きをして、皆で集って行う座の文芸の面白さを改めて体感しました。はじめてお会いした方々から生まれる言葉や、短冊にしたためられた言葉の形に、その方らしさが垣間見え、ぐっと親しくなれる気がしました。
　拙い捌きでしたが、皆でたくさん話し合い巻き終えることができました。
　とても楽しい時間を過ごすことができました。ありがとうございました。




半歌仙「集ったメガネ」　捌・ヤンコロガシ





さへづりや大きな森をぬけて海　　直子
　子猫の遊ぶ緩き曲線　　　　　　　や　　ん
春の昼とじるまぶたをがまんして　　綾
　とおくで響く戸を叩く声　　　　　さ　　ん
月明かり頼りに帰る千鳥足　　　　　直　　樹
　手紙を書くよキノコの切手　　　　よういち
テーブルに並ぶ新そば二人分　　　　　　　綾
　「いいともとって」と君から指令　　　　　よ
袖つかむあなたの未来知らぬ場所　　　　　さ
　日焼けのあとももうすぐ消える　　　　　や
はじまるよ夏の夜風とモヒートで　　　　　よ
　三日坊主が七日坊主に　　　　　　　　　綾
露天風呂湯船に浮かぶ冬の月　　　　　　　よ
　きらきらにじむイルミネーション　　　　綾
ランドセル一人でにゆく春の朝　　　　　　綾
　集ったメガネ逃げ水を追う　　　　　　　直
二年目の東京で見る花吹雪　　　　　　　　直
　ワインかたむけ宵はあたたか　　　　ひかる
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　メガネ拭き　　ヤンコロガシ



　六番の座の捌きをさせていただきました。やんと申します。
　文芸創作集団ほしのたねの編集と、連載の短歌ページにヤンコロガシという名前で
書かせていただいています。普段はTwetter（@rolling_yan）でゆるゆる短歌を作っ
ています。
　初めて会う方々のいる座で捌きを務めるのは初めてだったのですが、とてもいい経
験になりました。連中は四人、そのうち三人が短歌や俳句などの経験がないとおっ
しゃっていましたが、やはり日本人なのだなーと感じたのは、「七・七」より、「五・
七・五」の方が、作りやすいと聞いたとき。
　なんだか新鮮でした！
　普段身内で巻くときは、女子大生が多いからか、恋句が出来やすいこともあって、
表六句が辛いのですが、この座では表六句は思っていたより早く出来上がりました。
初めて同士で作った表は駆け抜けるというより、一歩一歩、みんなで進んでいくよ
うな五句が並び、とても暖かいストーリーがありそうな表六句になりました。
　自分でも、この流れはお気に入りです。
　裏に入って、ぐんぐん進みたいところで、後ろに置いていたコーヒーメーカーから
コーヒーが吹きこぼれ（笑）、なんだかドタバタな中、皆もスタミナ切れしながらも
一生懸命巻き続けて、最後には三の座のひかるさんの句をいただき、完成！
　が……。
　うちに帰って添削した結果、ルールをこぼしているものがいくつか見つかってしま
い……！
　それもまた思い出なのですが、どうしても障ってしまうので、訂正させて頂いた一
句があります。
　並ぶおそばは二人分→並ぶ新そば二人分
そばだけだと、秋の季語にならないのだそうです……。うっかりしていました。
　その為、おそば、を新そばに変更させて頂きました！
　綾さんごめんなさい！
　また、そうした反省以外にも、私自身一杯一杯だったこともあり、最後に伺えたの
ですが、頭に渦巻く「まとめサイト風七・七」を、句に迎えることが出来なくて本当
に残念でした！また巻く機会があれば、もっともっと、個性を引き出していけるよう、
もっともっと精進します。
　さてさて、
　連中が皆眼鏡ということもあって、ついた、『集ったメガネ』というタイトルも、
とても愛しいです。
　『集ったメガネ』の巻、おすそわけでした。



　全体を通して　　ほしおさなえ






　この冊子には、二〇一四年三月二九日に開催された連句ワークショップ「連なる楽しみ」の作品がおさめられています。連句は、複数の人が五七五と七七を連ねていく、日本に古くからある言葉の遊びです。ワークショップでは、参加者全員が六つの座にわかれ、それぞれ半歌仙（十八句）を巻きました。作品とともに、捌きの雑感も掲載しました。
　
　連句は当季（その日の季節）からはじまります。ワークショップは三月でしたので、春ですね。
　春からはじまる半歌仙は、少しあわただしいのです。
　連句では一巻で四季をすべて出さなければなりません（順番は四季の順でなくてもかまいません）。春秋は三～五句、夏冬は一～三句続ける、季節が変わるときは雑（季節のない句）をはさむ、ということになっています。
　春以外からはじまる半歌仙なら四季を一回ずつ出せばいいのですが、最後に「花」の座があり、必ず春で終わりますので、春の半歌仙は、最初と最後、二回春が出てきます。ちょっとのんびりしていると全部四季がはいらない、なんてことにもなります。それで、捌きとしてはちょっと緊張したりします（笑）。

　以下、自分の座以外の作品について、簡単に感想をまとめておきます。



　一の座「サーカスの人」

　こちらは、表六句の流れがとてもいいですね。脇の「白魚の群れ」から第三の「車輪の跡」への転じが、とても鮮やかです。さらに、それが「サーカス」の不安定な美しさへ、満月に映す我が子の笑顔から新米へ、と付きながらどんどん離れて行く連句的な面白みに満ちています。

　　揺れる水面に白魚の群れ　　　亮
　春泥に車輪の跡が飛び散って　美紀子
　　綱渡りするサーカスの人　　彩　加
　満月に我が子の笑顔映し出す　郁　也
　　つやつや光る新米うまし　　聡　子

　花に向かうつながりもとてもいいですね。「靴を磨く先生」と「朝飯逃す」の付け合いが面白く、気を引き締めて学校に向かう新任教師と、ちょっとだらけた学生の姿を想像したりしました（笑）。次の花の句もいっぷう変わっていて、少しダメな感じなんだけど、それでも頭のなかで花の美しさがぐるぐる回っているような、不思議な味わいがあります。こういう花もあるんですね。

　先生は靴を磨いて学校へ　　　　　　　　亮
　　長い春眠朝飯逃す　　　　　　　　　　浩
　床ゆかにふしもうわからない花の色　　　　　郁



　二の座「花を名にもつ」

　恋から時事句につながる流れが面白いですね。「訪れる人もない」から「出掛けるために」と叱咤激励する句が続くところは笑ってしまいます。ちょっと怪しい空蝉の句から時事句への流れも、イメージの転換が連句的で素晴らしいなあ、と感じました。

　訪れる人もないのに障子貼り　　　暁　人
　　出掛けるためにドアはあるから　　　一
　トパーズをふりまきながら君がくる　　し
　　絽・紗・薄衣　恋する衣　　　　　　し
　空蝉を集めてまわる午前二時　　　　　暁
　　どこまで届くプーチンの手は　　　　真

　そして、花につながっていくこの流れもいいですね。点滴のぽたぽたが妖怪ぬらりひょんにぴったりですし、そこから一転して都会人の頼りない呟きへ。そして、花の句の幼い歩みが一巻の花となっています。

　　点滴の音　ぽたりぽたりと　　　　な
　盃をぬうらりひょんと傾ける　　　　律
　　帰りつけるさ春の宵闇　　　　　　一
　空の下花を名にもつ子の歩み　　　　な



　四の座「ゆうかい犯」

　ゲストの東直子さんの座です。人生のさまざまな場面が織り込まれたような、深みのある一巻です。

　月出いでて遠くに浮かぶ母思ふ　　　　　ひとし
　　運動会のピストルの音　　　　　　芝
　金色のすすき野原に飛び込んで　　　早 希
　　葉擦れに紛れてほしい告白　　　　南美子

　母の思い出から「運動会のピストルの音」、スタートする気持ちだけ受け止めて場所を大きく転換し「金色のすすき野原」が広がり、恋にはいっていく。場面が次々に目に浮かんで来るような、スピーディーな運びがすばらしいです。

　入梅のニュース流れる電車内　　　芝
　　いいともと言う日も終わるとも　直

の付け合いもとてもいいですね。蒸した空気がせりあがってくるような電車、そこに「いいとも」という明るい声。バブル期から続いたなにかが終わっていく……。「いいともと言う日も終わるとも」は、おかしいような、悲しいような、なんといえない機微にあふれているなあ、と思います。

　仲春の鼻のむずむず臨界期　　　ひ
　　おたまじゃくしのいる池の中　芝
　肩に花鳥居をくぐる巫女たちの　早

　最後のこの流れもとてもいいですね。卵からおたまじゃくしがどんどん出てくる感じと「鼻のむずむず」の雰囲気があまりにも通っていて、なるほど、うなずいてしまいました。春の生き物の気配に満ちた池から、巫女たちに転換していくのも鮮やかです。
　あまり身の回りの現実から大きく離れる句はないのだけれど、起伏に富み、日常とはこんなにも豊かなものか、と感じさせる一巻だと思います。



　五の座「おかしどろぼう」

　前月まで大学生だった由穂さんの座。女性ばかりだったせいでしょうか、ひんやりと繊細な女性らしさに満ちた一巻になりました。「瞬きひとつすれば春昼」「風船をふわっと放す子ども見て」「月澄みて瞳の底にカメレオン」とポエティックな作品が並び、うつくしい表六句です。

　つかまる時はいつも彼かのそで　　　　れ
　　片方のピアスきらきらする心地　　由
　ひとりごと言う髪とかす時　　　　　ひ

　女性視点で描かれた三つの恋の句が流れるようにつながっていきます。どの句もとても繊細で瑞々しさに満ちています。転換、転換になりがちな連句ですが、一巻のうちにこんなふうにゆったりと進むところがあるのも緩急あってよいですね。

　おじさんが削る音ね涼しかき氷　　　　と
　　スクッチャさんの修道ロック　　　ひ
　寒月の白き夜すすむ旅列車　　　　　ね

　恋のあとは大きく転換していきます。かき氷の音からロック（音楽へ）、スクッチャさんから旅列車へ、連想で世界が広がっていく楽しさにあふれています。

　おおきなる椀に蛤鎮座させ　　　　　と
　　北窓開くおかしどろぼう　　　　　景
　花ごろも果てなくまといたいと言う　れ
　　今夜のおかずは木の芽和えかな　　と

　椀のなかの蛤から、窓を開いてはいってくる泥棒。ふくらみのあるおかしさがあります。そこから一転して花ごろもの美しい句へ。最後、挙げ句はなごやかに開いていく感じがよし、とされていますが、まさにこのあとも世界がつながっていくような広がりを持つ句で、よい終わり方ですね。



　六の座「集ったメガネ」

　続く六の座のヤンコロガシさんも若い捌きです。
　若々しく、青春期の強さ、脆さ、じりじりした感じが匂ってくるような一巻です。

　　とおくで響く戸を叩く声　　さん
　月明かり頼りに帰る千鳥足　　直樹
　　手紙を書くよキノコの切手　よういち
　テーブルに並ぶ新そば二人分　綾

　表から恋に向かっていくこの流れが、あたたかく、かわいらしく、とても素敵です。千鳥足からのキノコの切手というのも、かわいいような、どこか危ない匂い（マジックマッシュルーム！）のような不思議なつけあいですね。そこから新そばの明るさに一瞬にして転じていく、連句ならではおもしろさですね。

　袖つかむあなたの未来知らぬ場所　　さ
　　日焼けのあとももうすぐ消える　　や
　はじまるよ夏の夜風とモヒートで　　よ

「袖つかむ」、「日焼けのあと」、恋の渦中の複雑な思いが凝縮したような付け合いですね。若さがまぶしいです！　そして次の「はじまるよ」。若い、情熱的な恋！　読んでいる方もどきどき盛り上がってしまいました（笑）。

　後半「集ったメガネ」は座が全員メガネだったから、というお話で、わたしも座を訪れたとき驚きました。こういう句があると、一巻の思い出がずっとあざやかですね。続く「二年目の東京」という花の句も、去り行くものと未来の狭間に立つような若者ならではの情感にあふれていてとてもよいです。



　捌きによって連衆によって、またその日によって、一巻はまったくちがったものになります。不思議ですよね。
　実は、東さんの座は表六句に母（＝女＝恋）が出ていたり、由穂さんの座は一度恋が終わったあと、一句置いてスクッチャさん（修道女＝女＝恋）が出てきたり、式目と少しはずれているところがあります。ですが、なによりも集った人たち同士の出会いこそ連句の面白み。その日の出会いを重視して、そのままの形としました。
　いろんな人が集まって巻くから、連句はすばらしい。そして、一巻通してみると、捌きの個性もほんのり現れているようで、そこもまた楽しかったりします。
　また、一巻のなかでは四季をめぐるわけですが、発句の力は特別で、春に巻いた一巻は、やはり通して見ると、春の雰囲気を漂わせるような気もします。

　ワークショップ作品、どの座もすばらしい一巻となり、うれしい限りです。

　また連なりましょう！



参加者アンケートより




ワークショップ終了後のアンケートで皆様から寄せられた感想を一部ご紹介いたします。



こんな気軽でいいんだ、というのに気づけてよかったです。これから俳句や短歌を始めるきっかけになったと思います。（二十代代男性）

すごく楽しかったです。はなやかかつ味わい深い……こころを連ねていきたいです。（三十代女性）

しばりがある方がひらめきやすく、面白いな、と思いました。それにしても、連句はスポーツ……！（三十代女性）

連句の経験は初めてでしたが、とても楽しかったです。一巻のなかで人生の機微を一巡りしたような気持ちになりました。（二十代女性）

初めての参加でしたが、とても楽しかったです。生活の様々な場面で活かすことができると思える経験になりました。（二十代男性）

非常に言語細胞を刺激されました。（四十代女性）

楽しかったです。初めて参加し、緊張してたのか考え過ぎてしまうところがありましたが、「もっと楽でいいんだ」と思ってからは、たくさん言葉を出すことができました。また挑戦してみたいです。（三十代女性）

丁寧に楽しく優しくご指導いただき、とっても楽しくできました。（三十代男性）

楽しかったです。初めて五七五調の文を作りましたが、アドバイスを座の方がすぐにくださるので、非常にためになりました！（三十代女性）

短歌をつくることは難しい、と思い、ずっと作れなかったのですが、今日連句でチャレンジしてみて楽しく作れました。皆さんといっしょなのがかえって作りやすかったです。（二十代女性）

はじめはどうしたらよいかわかりませんでしたが、なんとかかんとかやっているうちに楽しくやれました。（三十代男性）

リーダーの方の力量があったのでスムーズに進み、よかったと思います。他の方が思いもよらない言葉を産み出してゆくのでとても刺激を受けました。ルールをもっと頭に入れた上で参加できれば、より楽しめると思いました。（五十代女性）

連句にはじめて挑戦しましたが、ルールなど説明いただきながら行えましたので、初心者なりによむ事ができて、面白い！と感じました。ぜんぜんなってはいないのですが……。これから取り組みたいとお思いの方にもぴったりだろうと思います。本はよくよみますが、自分でつくってみるのはすごく大変で、楽しかったです！（二十代女性）

とにかく初めてだったので……うーん、わかりません。それでもとても楽しめました。また体力が復活したら参加したいです。（五十代女性）

全くの初心者だと一巻完成させるのは大変だと思いました。（三十代女性）

何もかもはじめてで場違いなんではないかとずっと思っていました。ただこういうようによみたいと思っても自分では言葉が出て来ない時、同じ班の方が思っていることを言葉にしてくれることが多々あり感動しました。（三十代女性）

俳句や短歌に仕事でちょいちょい触れてはきたのですが、自分でやってみるということを考えたことがなく……。先日「季語を食す」という俳句＋食文化のイベントに参加し、少しだけハードルが下がったので参加してみました。思っていたとおりに大変で難しかったですが、すごく面白かったです。（四十代女性）

またぜひ参加したく思います。（二十代女性）



ご協力ありがとうございました。



ワークショップ開催概要




連句ワークショップ「連なる楽しみ」
日時　二〇一四年三月二九日
会場　大田文化の森　第三・四会議室


ゲスト　東直子（歌人・小説家）
「草かんむりの訪問者」で第七回歌壇賞受賞。歌集に『春原さんのリコーダー』『青卵』『東直子集』『十階』、小説に『さようなら窓』『ゆずゆずり』『らいほうさんの場所』『トマト・ケチャップ・ス』、共著に『短歌はプロに訊け！』など。

主催・講師　ほしおさなえ（小説家・詩人）
東京義仲寺連句会ああノ会、珈琲屋連句会などで村野夏生氏に師事、連句を学ぶ。連句イベント「座・連句」を運営。小説『みずうみの歌』、児童書『お父さんのバイオリン』「ものだま探偵団」シリーズなど。フェリス女学院大学非常勤講師。


各座捌
一の座・竹内亮／二の座・三辺律子／三の座・ほしおさなえ
四の座・東直子／五の座・千倉由穂／六の座・ヤンコロガシ
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